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.I-I･.a -'%十
･･DDtl.BHtゐLtI現以私 見肇が粉剤の形態で使肝

される都が多くなった｡粉剤の生物体への作用機柄の ー

解明は'梅めてm要であるが又可なE)桜壮年問題であI
る串が予想される｡先づ妨-の段階として,有効成分

の稀釈祝として用ひ.bれる鉱物性粉体の物理性の測定 ′

を始めた｡

突放試料は下記の如し.

1.名 , 科 '去.yトーJ･イト 群屈喋松井田庄 一
L2･ 粉 来 し皮 300メ･ッ㌣ユ以上 一
､3._含 水 畠 約12,00'

4..見料比罷 0.420 '̀

.5. 只 比 読 2.54･ l

測定況皮,損耗は多相に放ける岩浪室料である｡粉作
0-物理性には含水hLが大きな因子であるが,本突放試I
料土合太LiLは一定ではない｡粉体の粒子の大きさに就
1/ても同防 3bloメタンユ以上のもの.O況合物である｡
粉体の概念の把船に盲へ畜しむ現段階た於ては,先づ

期弓した試料に就いて冥故を行ひ ｢粉体とは即何なる

ものか･その中では如何な考法則が支配して居るもの
か｣を知る許に努めた.

Ir.'粉体とガラス市との問に働らくせ撮力及び何者

カの測定に隅す畠予E的琴乱 (傾斜法)

部位操作及び結果｡

スライドガラス板 弼 輯 20cmり.に,粉畔を80~メツ

i,早の筋を通して,均一に銃らせ,約1図に示せる紫

斑にて静かに傾斜せしめ,,粉体の滑落する角皮Cと,. .
網落したる粉体の詔丑 W ∴とを読むときは,第1表/

2･3項の数倍が得られた..1こ.の 0･､W の相互園係を
控田上に求むる時は,妨2回の如く,双曲祝的傾向を

元す｡

考 ?.li

上記鰯只に就いて58.へられる叫は,～

･､1.W,0の閉路が双郎 如tNil''11を机 -ろ祁

I ll,･ ガラス板の卿 Egが,000を越し1608に過 Tを
も書棚'k'せFl閉域もある恥

.'J.'松城的並胡 その他除去.し柑る班伸 二伐らぬmLl'jii
訳だ至が常に入る叫 ･

3,羽に就いての稗 は背くおき,~1,2堺に就いて_.

_./

考っ見･るに

･節 1'.′阿 ､ ･

第 1き r傾斜法に放る窄擁角及び紺青力測定桔果

スライド〆ラースの田恥 よ20℡cm -
未申のAの申位は gram/20cm℡ カの申位で茨はす
-1Lには Axg/20cm2 a.ィン,g=三五力恒数.

34‡3.4J GOl.IJ.17HT~~t57個の平均 : -1.OU
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･LuL板上の物触 棚 卸 寧 ろ場合t':払 滑落の限界で

は' ､ ,4＼

･〟-CorlStant ′
-/

矧 ま 且 =tanO=p-C｡nstant-･･- ･(f)
. N

一 山LF-摩娯九 N=ゴ法娘環カ ノ＼∫
なる閉路ある執 iWl体力学の敦ふる所である｡即ち剛

体の勘合には,W の伯の如何に国せず.0--Constな

引 榊伽こ平行なる直松上に0,を得べきで./あるoしかる

に測定桔如 馴 b轡 嘩 向を有し･図に見られる技に･

ヽ

' ･ dJJ亀瓜

～ ＼ て丁 一一僻Jl争＼
＼ 一.

ご蓮 ≧ 転 主 よ

■■

ー11 品p3 4 S ト 7 8 9 /OW
節 2 聞

.(l) W十大なる時は, 0-300に収欽ナると云ふ

恥 t,Wが大なる領奴にでは大体に於て剛体嚇磨ゐ
･池川に従ふ叫を志味し'

(2) Wが▲0-1･5餌執こては 0-■coなる娘 ま剛 I

作的棚 壷 説明し得ぬところでをる｡,Cが ･J･Oo由

'上の時は剛体の場合には上記 (1)読の N-に相当ナ

も舶 持ち和 露 いのであるが,このカを粉隼 怖 一
･なる,ガラスt執こ対する粉体の附蔚力と考へた｡

r諒L,,附沿ノJ(AdhesiPn)~とは異物質問に作用する

了 J｡払雌))(Cohesion)とは同質物耶 】に作用する-)∫
-と的'Jげ ろ｡印して上記測定法に伐る時はその弼力の
的小なる万が矧 まれる叫●となる｡即ち附茄力>凝1R力

なる場合には粉の滞股を残して滑落T･も筈である｡･ペ

ソナナイIの場合は%.の逆の概向が大きい｡即ち附着

'))が 0,.W 国風こ現れて居ると考-られる｡J

f,[.11ま第3項の偏差の間掛 ま積って屠る粉休の内部に

於ける粒子間隔の変位'歪等に伐るものと考へられ,

一止脚 も粉体の特性とし七霞要な因子ではあらうが,本

ー粥軌 こはこれを-臆無税して攻故か?た｡従って相銀

な佃遊?ある準位に就いては,多数例の平均liliを取っ

た . ､､ -/

.11エⅠⅠ･動体とオラ不両との問や密漁係数の測定,-.

･2-

､I ､ 一■′

●ヽ

- ＼～
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(i)(水平牽引法)

上記測定結果には,摩擦力と附潜との相田逃したる ､
､犀準や;現れてゐ串 のと考六られるが,共の脈 債よ

1)附蔚力を求むるには他の方法で摩擦除数の只の値を

得る事が必要であるよって節3図に示せる共IRを用g I

て,.T記2操作JO比較実験を行い摩盛係数を求めた｡一

(i) 試料を水平は紙板田上に,約 2-3mm の厚

さに均一に許諾した上に,スーティドガラスを静かに怒

'き,其の上に錘を来せる,ガラスと錘の訳出和を W
とL,それを水平方向に Sprir)冒Bal叩CCにて引きガt
ラス板が滑勤し始むるに要す右最小の力を求め,それ

を W′とする｡W と･W′とより

等 デtan〃 ′

より,Cを求め,これを静止角として座標にて韻現f
る時は筋4図の如くなる｡

､r註,評抑 露 測定数値.卵各す｡尚はSprin-gBalan･ I
ceは鍔鉄線にて手劫小型のも'Oである｡又 W の拙

く小S,い場合には細いガラス棒秤を用ひた｡)
此の場合にもCとW との閑旅は,W の位の如何

に拘らず' 0-(亘 stant なる剛体の場合の法HIjた従
はず,廠斜法にて得られたと同技な傾向が認められる｡

即ち粉体の附蔚力が比の測定の刺さも変数として六つ

･て居る串を志昧する｡而LWr-ナ小に従ひ 0-人にな

る傾向が傾斜法に依る位より小さいのは,この場合の

オI一旬 し

節 : 3∴ 固'
■

-一 方がFF惰 力甜ヒ』力学的平街関係に関粥して肘る庇合.
の小なる21時 志昧ナると考へられると一方附蔚力の大
'L小は接触面租こ関係するか,lt･の融抗を実測する的ま

由準 由であ｡;由って此顛 法如 励 振数もFllfrU
カも求め得ない事を知った｡ ､

､(ii) 粉両平滑法,

前記突放に依各も陛放係数を求め得ない掛を知った./
一方刷除力学の敦ふる処に伐れば･[摩放免数は接触湖 .∫
'の既桃には無関係であるl｣此の性符を判別し,接触河
･､を充分小にすれば附蔚力の影響を少なくし柑るけれ:)1.I;

測LjE法に印舘を感ずる｡̀甲を｢定にして W を充分人

.1SL7:測定1jLは附茄力の影響は少さくなし柑るが,､
錘に依る粉体厨の窮等の因子が入って氷る.⊥7JJ粉体 .

のガラス板に対する附蔚力の最大なる部分は,筋蕗さ

･ー:れた自怒りま ゐゝ粒子配列ク不平昨始 る局部なるもゐ ･
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とqiG!しその部分を瞭-i:･する73次Q)知和を琵招じ
た
｡
I

伽t,HW汚された粉河に軽いガ
ブス蚊を来せ,
水平に

刑t',せ･77'-i･;-1にする･それにガラス枝と錘を報せ･,-
spri叩DahnCeで引く操作は前と剛芯であ7J｡

』こ=tano･よF),Qを求めろ｡W●

第

2
褒

水平牽引
議に依る饗穫係数

一丁
(前
処紀を詩t=
哀るも1cD)､

13FDjの甲 1･85l'- ド q･6野 I I3q･〇一0′
以下各群の平均侶bみを記入ナ

約2窮の如く一つの一W の僻た対しQt一 定の位を
示さず 2-30多く{ 4〇位の益を京ナが, これは傾

斜淡の場合の約3加 こ那似の折田即ち盃等の原矧こ伐
るものの外に.比の場合にはスライドガヲスの全同紙

那,giの艮触両肘 CHtなく,･腿冊 には数個Wrの部分

のみが抜糾して凪 その部分のみが附市カの好餌を受

け･師もそ?耐的の大小が希測定に0の侃益となつ{.
‡恥 てmる叫が大きな原因と考ぺられる｡木鞄 こtよこ

＼

ヽ
′

＼

＼ ､一

節 .14 放

腔その両者の原因によるものは無碗して考-る｡即ち

同一の W に対する多くの 0位の平均を取った｡:表 ､

にては実陵群 No･2以下は平均債を示した｡ それを

搾控にて示すと約5斑の如くなる.これを前記無処理 ･ ､

法と比較 fる時,それとは異な.bOが一定となる傾向 ;-
が見られる｡今其の平均隈を取り最小目薬法に伐り直

税化して見る時は ′

'/Lご〝n+kW-i･1-,･･▲････-････(2)一
､､IiuL IJo=t)･6225k--0.29×10-考一､

1] ノ

-せ得た｡(妨5Egで320にて従軸を切る直税) 二

以上よりして,rガラス田とベyト/j-イトとの摩控係
数は IL-0･623十029×10~eW で試される｣-ことを

知去｡ ､

節 .4 図

工V.ガラス市k作関する粉体の肘恐カの計箕に就 .
いて｡

宍扱 ⅠⅠ.にて得られた結果を次の技に解釈した｡'.

今水平に作たれたガラス坂上に-,粉体 Wgrを乗せi

静かに向斜して行く_とき号共等の問に作用するカの園

係が,第9斑に示した如くなる｡ePち乗せた粉体のmL
丑 W ･に相当する,●式 (2)より得られる /Lに対懸す

る訊 LllJ.Ooの大きさに, 板のiBF･帥 ILllが遊する迄

は.,粉体を板何に的-iLiLて招く･のにIL 樫顔力 Fzが

虫として働く｡〔耶6回.(1).封に!コ 01の析大と兆に-･
Fが柵大し,01-00にて Fが梅恥に越し,･01-が史

に増大すると妨6図 (.i)の如く,附蔚力 A●のガラス r
両に車行分力が補充として現れ,これも極限た蓮する

附意力を計算するときは第1裏 4萌 A の位を得る｡･

わし!fJOoく91<18boの範囲では,粉体を拘束し任'(刀 :

.のガラス板に垂直分力 N としては,000>9.の場合 一

のゲラF.板の法抗力と同種の拘束力は考-られず'､附

甲 )と寧集カのガラよ板た吸付くカを毎ふ′くきであ鯨
岡も附浴の限界は,J'粥･等の内,カの小なる方に支配さ

3 - ＼
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れる竿である｡

我々はベントナイトに放ては ､.､ j

_附活力<凝鵜九 /ゝt似志して軌 ･た.
礎って 900<t)1<1809 の範囲では 〔第6図 ~(3)〕0
A ベクトルと,Nベターヒルとの合力 Aが附蔚力の

極限値に達する時滑落する尋となる｡芙汲No･1-1号

迄も加ヒれに基づいて計算した｡r証粉体の吸引力N ゐ
実在は,節6図(4)d如く,電球等球状の田上を粉体

を滑らすとき,球の韮荘切粗こ泊って落下せヂ相当内

側まで吸込まれる額で判る｡

カウ 入机 と柳 もtの研 tL紬 :

･

I

l
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,
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○′軸性 ● '

L '渋 め 志 郎盲.i

の関係を歴際に七示すと妨8回になる;~これは械刑法

に依るガラス面と粉体との摩擦除数,及び附筋力測'B

の際の W,Pの関係と琉似ナる｡(餌3表参m)-O ∫
今血のJw,ダ与り摩放係数 p宙求めんに･此掛こ

7:ち.pゴー kW,の湖 Tlに従与ものと仮定し'年W

こ叫 醸 された静止角の平均値を結ぶ双曲鋭め漸近
税を意味する三:従?て此れを求めるに略図示された双

曲線より解を求めるか,或は充分大きな"W の銃城の
静止角Oを結ぶ曲税と無限遠点にて相投する抵税を収

-ればよい.

＼

oi.f
･.

＼ 一 - =以上よりして,Wを

-一叩■歯 yv7rl

-鰐 5 固

(...74ま附/9･Jカ Aを計井する式を示せばL･･･

_(1) tJIが 90°以下の場合

A--WsinOlLwsin60

iiLL b'Oは (2)式にて求めるILに相当する静
止lrjとす｡

(2) Olが 900-1890の場合

A;ゴ土 招 帝面 ul)2+(中 i示乃TWisinOo)≡
但しOoは'jlと固執 /- /

紡 1衣の A の値を見引こ′1･8gダインβOcm2･.i

0.5gダイン/20cm雪との問にあE),平均 1･091gダイy

/29cm℡･であるogは課力の恒数･打て図は之れを示

T｡ - ･_ 1 .

V･粉拝牲手間の密捻係数及び凝集力の測定

i_('i) 水平牽引法に放る測Ije

･第3回に元せる袈記を用ひて,一大体 ⅠII法と同様

一操作の測定を行ふ.但し頻度は前のスライドグラスの

代りに其の女勇ス両に惜紋を貼り附け予め粉末を1,【の

岡になすり付牡その上に粉休を播く翰落したものを,

水平桜紙田上に税らせた粉体暦の上に来せ ,水平方向

に引く,載荷重丑 W と牽引力 W'-よt), _

in =tJano.これより静止角 Cを求む,-W, 〟_W
4

0
ヽ

1.
た

i

/%

二 光分大きくした吻合,

∴W妄104･6grL?軌とilJ

/:-0-由｡より･ 頗挺係
:数 〆ノに寓感する軌 と

角 Ooを310･と推定し

串｡-懸Ool三此b位
を輿へで,前額の関所

力計罪と同様な考矧こ

て凝環力を罪山したも

?考,第4衣に矧ヂる｡

表に.元される技に凝

集力の平均値として

1･15gダイン/20cm!

r~ 届 3表∴水平牽引法に放る静止角の測定

証･夷放群 No･7は滑串琴に依る

L,.



防 血 科 ■畢･節.141放 .

･第4真水卒寿引琴に放る凝集力の計算 Il.
ベン'トナイト粉粒と粒との抑止伯と310と見放す
一首kd20C_m℡ダイン-収苑九 g-一皿力位政

-...i.INo.戦わ丑Wgr抑止爪tJF_-WsinuR-Wsin31○CEF-A
i 3.rJ48○50'__ 2.63 . ㌦1.eO ■.0.83.

2 .(7.545○30′ 5.92 -■2.83一, ､1.09..

I.7-10416･32010′̀､.~55.70 二_-e4.OOF.L.■.1.70..

.1■

節 一･G 国 -

(ii) 併科法に依る測定 r

一粒手間の摩損係数及数集カの測定を別法で行なクモ

見たO印も第1回の装置を町ひ前と同掛こ行ふの7:･Tぁ

るが,､今度はガラス板の代りに張紙回を用ひ,その上

に粉体層を蚤に前顎oJ如く処任したる粉付きの輔紙貼

付ガラス板と鍵を来せる｡(錘はガラス関に粘付け傾斜
し

してもガラス田より附許せぬ坪にする)そ_Lて戟荷物
(爪正W)'t榊洋の1rJ舵 Olとの関係を褒め,平均供

を出したグラ7は妨0.回である｡これは眉脚 で求めた
妨8回とはちんと印しい別 荘を表して厨る･従って前
列と同じ収宙のもとに,7m熊カの計井を行なふもほと

んど等しい赦肌が和られる幣である｡●′

(iii) 考 吊

′′

I

上妃=比に伏岬 めた放lIl附 ほぼ相等しく,,樫放係

数に対懸ナる軌1･.1rJtL七は IW 即3た｡ これはガ
7-ス何に対すろ机と発く呼い ､数的である恥 囁 口さ
れ石｡

IIR磁力の地は.ヰ均血として 14的 g･インrZ.Oc･が
である｡二･万ガ享坤 坤 するFi･T'Tf力の平榔 ほ tlて

は'1･09gダイン/20Frn℡の班を和たが. これは我々
･の仮定∵攻壌刀>附着カに合致はするが･-1'脚 の放胆
の益は佳小であるiこれを摩擦係数に於ても全く一致
㌻る串と考べ合せる時,次の疑問が逸ころ｡

r我々が先きに一ガラス板に対すも粉体の作月Jt考-て

来たものは,琴は才ラス板敵 的着して居る粉体の甜
l

(◆ぷ
I

l'037

●●●●
-,-/--･-;:-:･-:-･一一,-

●j･･､ _._-i_蛸 :細Q/.之3.4･3'b 7 8
)前 掛 7{ー ~

節 7･ .間

膜に対Tる,粉休粒子のFLI荊九 知ら故岱カでは無い
だらうか｣と6両し統群の総力王は沌蚊の存由を否定す
る｡

一方此の凝岱力測畠方法に耳は,振作の不備の岱･

凝罷JJの測定された実際の粉体断面矧t,使用された

スライドガラスの田培 20cm雪よりほ幾分小さかTDLた

であら～とは考へられる｡即ち凝集力としては,磯分

大なき倍を得る串になるO･これは次項の結果と対比し

ても推別 来iJ_- ､)

vI.取界耳お道政掟 に依る凝集力の算出に拭いや

(i)■測定方法,粥の1

妨10図に恭せる如く,伴さ旺知のそライドガラス
のIT旬株を水平に把き.これに相対せる他の一切棟上

に,一上方より粉を相帯し,粉を山来る丈け拓く拭らせ
た場合の粉高 Hを暁み._TF.さ2.Sに対する高さH

を求める0㌦
u_ラス板の枚数を増加し又l将 軍の異なもガヲス板

柳 仏 るなどの別 串 で.･一粒々の大きさ?.I?Sl羊対す
る粉的市 H._測定する｡ ー

(ii) PTl定の結果

突放結果は約5表に示した｡'それを S-H 座掛こ

て示fときは餌u周の如くなる｡ 即 こて明かなmi(

.Fi

/

/ ヽ
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S-0.5cm 以上の時はSの竹大に従ひ Hは直線的

に｣.lir･L Sと1･Ocm の点にて急激に屈折し,Sの

竹入にも拘らずかへらて H の就少を読す (実際には

S,-1.0cm以上の時は内部崩伽 ;粉山の内に起る).又
～

､ 第5表 限界稽粉,S-H朗係故

′ 節 ー＼8 国

略の極めて小なる所より'S--_0･3cm位の研迄の域合
ち,同様に在校的に上昇する.S-0･3cmTO･45cmの
問は･S-OTO3cm 領域と同一.o直税に譲る傾向がI
見られるが,測定偏差大きく,ーこれのみでは断言出来

ぬ｡而LS-0.5-1:ochi'領域の示す直税の廷良 こは

来らぬ串は次の芙敏結束と比軌 明かであるC,

(iii) 測定方法 其の1

上記 S,H関係をより明掛 三判定する矧 こ, 次のEI
_G 1

ノ
＼＼ ＼■

.1-

′ /

節 L14 蚊
l●●i

-突放を行なった｡妨11図の如き角姥100の敷 くガラ
ス板にて裏打したる実母板を用ひた)を水平に放き'

上方よL)粉体を綜-#し,各部分で毅大の高 さ一に珪 し~

た時,写虞に揺り,その結果より S と H を計32:

tlる.茶等や接執 ま第12図点臥 恥 こて示したもので
ある｡ 叉致上に積った粉山の様子は節11図に椀等L'
たOそれに伐れば明らかに Sニ=0.3cm 附近と,Sゴ

1.2cm附近に屈折点を生ずる. I

これを (i)方法に伐る結果と比較するl享,多少のず
れはあるが,令直税部分の方向係数の相等しい萌を知

ち.と同時に (i)の結果よりしては判定困難であっ

た描折点がS-0･39cmFfr近に存在する軸 ;勤怠Ll悌

た｡ lLl

伽

の1

t

郎 坤 -･城郭持仏助骨呼終り
0-Wの叫4･T.⊥二 一

.I.

Lヽ
●
●
○ ●

●

之 4.
vV･r i

6 8 p/2 /I /占′8 20-2之 21

節 9 ､ 固 /

VII･測定抗黒の現象tA的解樺 ･1
(i)の方法で得られた,透析直税部 (約12図1)の
S-0109-0･45cm田城 (a直線領域と和す)の位苗

平均値を夫々の Sの旭に対して攻E) (mlj定の実際に■

､あたっては貝の最高値を記録するには相当の努力を辞

すO急激に崩落するからである｡従って寂高近い点を

多数測定し'蘇高2ケの平均値を串った) (机5袈第
一5項参取),_位小目莱法にて直税化すると,図にて宍
粗こ耳表したa直級を得た.同様に,S≦0･45-10cm

･銃芸墓誌 志望表諾 芸芸票 遠 は,ー

(a) に対してほ' Ha-do+ks

但し 甲0-0･37, k-7･うOL
L

(b) lご対してIま Hb-H′o十k′S ー
L tuL,H'｡-2.38,tk′-乞4

叉共等の直税の交点と早 ;,屈折点 B･を得る｡bi在
校の次の領域に就いては.測定未完了ではあるが,泣

声値を表す C'良 催 控096cm,4:7cm)を捕折瓜
と見倣し得る｡一

＼

tl
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次に耽映 A.､bを妊･LiLC従軸を切る点を犬タ~A''･
B′と†ろo点 A′･B'/B･C･及び粧根 管･bは次
/の巾を忠塊する｡ I.

,氾槻 aに就いて- 今拡t!J'!a.を帆氏をifrlろ粗 こ平,
行移動したもあぜ a,とせば,'此示輝 に凍るS-H

.田係を和すろ≡tYJ形は,i.甲似形にして,脚 的 拡ぬ 〆
あ別 F'Ij係数 .

kだtant7-7･5 に相当する ●蝉 8203qT.一 卜

の貨である｡

:--: : - -待 望
節 10 四 一 ノ

従って芭税 Aで夷はされIbS-H:Ea旅のものは,

底1T3が 82030′'の相似三1FJ形の上に.約13図に京した

技に,′一定の高さ,約12図にてIioA′でおはされる′/
ものが来ってE･る視≡伽f2の耶点のRl.班である｡

A′点に就い{'｢ ･これは図で明かな技に Sと0るt

のとき研 り和る高さを意味し現矧こは不可慌な都であ

那,滅相 2Sに対し上方や､ら粉を打線される,つまり
郡らねはならぬ要求に対して,a渦 線領域にて安定に

税り柑る較吊の高さ,儀仙 こtて′82030′の平街罪障
の作たれた三1TJ形の上に,電磁力の如き別種のカで準

安声を作ってゐるものと見倣由 ごて庶解決が付く｡又

実際の観矧 こ依ってもdtの田城にてほ節13図の形を

認め村る串 も 此の別淀のカの存在を褒付けるもので

ある｡

益 驚

t!に就いてIT a厄税領姐三L{ S-･011cmに
迄は,底伺 82030′を伴つ形にて力学的平衡粂

作を光して高さを増して行き,S点に達したとする｡

頻れより好きはSが樹大蕗 と,遍 杓 82｡30′の癖
作てなくなる. 印らb厄枚領姐=一入る｡前と間接1-I

孤独 b-を原点まで平行移動したるものを･b'Lとする｡
その-h向係数は '' ,

-k′-tan.Ij′買2･44であt)'これに相当する 0'

は6･040'.である.ここれは局陀 同相こ,b旧税領域た
於ける東定三1彬 の庄川を忠兆す右｡今 B点Ii七は

約13図 (2)の △A′CSの形にil'王ってゐるとして,

由に Sが桁火するに従って, 閃きlIの桁加の勾配

が' 1ヽ
I

41!=tan67｡40,であるとすると7
△S

節 14 出

tan61;040'-2:44Ek' となE)菰臥 h'の方向係 一

散を意味 ナる｡

換言すれば.b在校領域では ,,L妨 13区l(2)一に革

It>た如く･-上方からの野体の蒔下I.こ対し･沿路の堆臥 ● .､

する様相は,一成伽 ;-670畔 ､なる安定三角形の底辺を一二

･AqH亡2･44-1ttan67040･の勾配にて埼大きめ i,,上
AS,

部には点に於ける形を琴せて由る形の田城である｡髄

･つ七砿映 bはこの形の三Ir)0171'瓜の軌跡である｡.

･点 B̀ に就いて- 上組によt)B'は_1･.部に森って ･

居る不安定≡fTJ形の高さを忠地する｡

二点 Cに就いて- .上記の脚 mこて Sが竹大して行

き,ヰヒれより更にrSか増大すると脚 lJ6;0401の形の .

三角癖を佃ち得なくなる｡/%の限界の S⊥H 国係が
C点である｡

実際の観窮では;比の点にて大きな内部崩壊を起す ■ノJ
串を知る｡

以上にて Sの 0-･1.Ocril生田も刺と正る現数;㍍拍!]訟

J明が出来た｡

夢､11 回
r■1一一

vIII.測定結果の教卓的計井に放る廟樺

(i) nT.忠の河に於て粒子問に作用する凝袋力の計
井｡

一炊I)に帖 2Sのガラス板に粉作がhの苗さに積っ

たとするoガラス相に訳W,関も粥の-切株に直角な

田 (以後 で 両と耶 31)で切った断河三jlJ形を ABC,

＼A よりBCに卜した重税の足を H とすれば.(第14(
斑参照)

AH=h ■

BH=S
I

~断融 こTEUljな,Bを通L)AH を0にて切る平,Eniを海

へ,それがガラスiL3BCとなす角を(Jlとfる(以後I71
1ヽ

7
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尚と科す)｡i -‥
今 01回と,01回の上方に乗つ3:居る'Tl断簡が
△ABO･さ表はされ,･昂位の奥行を有ナる粉体三角柱

･の底面BO t一の'･即ち t'l面を断層と考や ときの,
両面に於牡る粒子脚 こ働くカの関係を計昇して見るに,

粉体三角柱の霊立を W _とし;.61 i軸こ於ける摩損

九 凝然力の園係を前述の如く考-,粉体粒子間の静

止角を〝Oとせは, ′
く

'Cli醐こ平行方向の全抗力 R-W.sinel

O)恥 こ平行方向の最大摩損カ .F芦WsinOo

(_li団に平行方向の抗力の内

凝gSカの受持つ抗力＼.Col-W,(sin61-Sineo)
･･さ- ････∴･････(1)

其の溌張力の単位両手軸こ就いての大きさ

. _Cool-Wts_inelTWsine.)'空也-8

J ∴･･_･･･････!･_･-(2)
′ ■._

､1

l

J

･となる｡

･a眉根鏡餅こ就いて･･瀧項に述べた･底角｣甲030'の

安定三角形上に爽つモ居る,一定高を有する畔安定形

のVも甲を省略すれば

･ taLIO=7.50

-00-31〇････--水槽 J法に依る払

l -D-0･420

-これ等を式 (3)に入れ.Sには比の領域に放ける夫く
々の値を興ふれば.COolは C1の由数となる｡抑く
.して求めた S,01, Coolの数値を約6義に示すも⊂20
cm℡あたり数倍〕同じ計算を'b直税韻城に就いても

行ふ｡
./ /J

欝 12 回

粉体の見料の此取を D とすれば ､
一■

一 帖÷ S(AH--OH)D
●I

--÷ S2(tanO-tanbl) -:,
jRし_(,.声∠ABC

従って -Coo鴇 sD'tan6-tanOl' ′

(sinCl-sin60)cosOI

I ∴ ･･･--･1-･･･(3)JL
L L _
8 - ′

し

a ～ jCL d

'節 13 陶

R'-り′

十 第6衰 0滴 吟作用する凝集力の玉
串位.Ccl〉くg･ダイ.//20crn2,ど-五力但数｡

政の領域に於ける-,T断im_=現れる粉体山の切断的1-

は第15即 こ示した｡ 今下部に在る宅定三1lJ痕を･A'

B'C′とし,上部に東る準安定三角形をIA'BC,A,4'
を鮎 :直税即ち BC.･B'C′･人の重税の足を夫々 H,

H′とし,B'を通る 01帝が此の垂線を切る点を0..

､■

'

＼
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.∠ABH=叫 ∠A′B'H′FbT.BII-S.B'lI'--S′'と →
せ 蝿 ()′河の上却 こ来ってT.I.tる射 手Iと㌫･の税三1脳
A'BB′0 の77!血は

I
WF(△ADA′+△4'B'Q)×1XD

-((△ADH-'AA′BH)+(△A′B′H′
-△OB'H′))火D

bits空くta叫 taneJ)･S′2(tAano′-tin61)IID
然るに △A'B'C′ほ屈折点 71に於ける粉体山の断面

に相当するから,S-0･39cm

､ :又 tan6′占2･44-･∴･(直税 ab方向係数)-

r- tanOL-7･50･･-(直税 bの方向係数)∫

- 従つ{･W-与to･39(7･50-2･44)･S''(2･44
-tanβ1))D ～

-号(甲7･SQ(2･44-tanOlnD

従ってーβ】耐l羊作mする即位両統あたりの溌張力は,

C′p1-号to･77-･S'2(214トtan6･n(sine,

ノ ーsinPo)等 一 J

前と同様 D-01420/IT0-310,S′に比の領矧 こ於け -

る夫々の位を粥ふれは,C'olは 61の由数となる三脚

,(して求めた,S′,IJJ,-C'Oの数倍は約6式である■.-

-X･戻した数栂を座控で表せば弧16図となる｡

.比の曲祝馳控より次の都を知る｡

(1) a直税領域では,S の噂大に対する Cplの

杓大の割合は一定にして,Folの極大になる 61両は

5ユOである｡ ,

I(2) 揺折点 B七於で,Sの桁大に再するColの

一桁大の割合が極大に達し,b直税領敬に於七は'Sの

周大に共なひ少しく城小の妬向見られLs-0･8に相

当する朗にて極小値を鼓し努に Sが研大すると,Cp'l

lt円が御大する｡ '

･(3)btrE1校領域壷 最大凝瑞カの現れ･る敵 は S

の特大と共に 5boよ.)降下の廠向を示し 屈 折点C

に相当ナるSJ=対してほ60?を示す執 -r･'.-tE粉体の

性門を測定する淡に托径約 10cm lの円板を水平に記

き,それに粉体を的らせて山来ろI咽た形の市さ,1鹿

等を測ERする方法があるが,その際現れるのは此め朔

蛇である｣

､､T.I.74王510,､及び 500に uI脚を取った際の S●の希
ullこ対する諺をuS力のlJFlを妨17回 に読したD向より次
の軸を細石｡

(1.)10J田を550に取る場合,柑折点巧くS-0･39
cm)にてFt･火の7RIA力が現れ その他は1.76gダイソ

_ ′一

I

14 放

/20cn℡-であるが,黙し供拭粉体の托せ界凝JJS-JJが由折

息 C (S-1･Ocm)た現れた仙 】･:37L･ダイン/lJOcm!

であるとすると.B瓜附妃では恥押超蛤 となり,従っ
て図の斜線部分は現れ仏 僧 である｡ーこれはヽT,(ii)

項に指摘して招いた高さの測'jii伽腿 の大きかった叫実

と符合するものttある｡ ＼

･1.第 ~15 圃
●

(2) b直線領域.731t,希和の Sに対し糊等しい-
梅大凍範力を示し,.それが卿 Lる61Tnは約 500の河

である.-一.

(3) a氾税mtt･発及び●AI･I..itこ就tJでは充分解析が

出来ない,これはm力のみに関する'JJ学◆引土解決し叩
､ない即ち電磁力にも関係する領域であり,従って粉作

/ゐ附帯力にも関廃がちる｡-農栗としては痕も需要な部

分であり､今後の大きな課題である｡I

∴JX･-捲 持 姐

∴ (1) 粉体と茄 ス田との接触耐 こ於で･.共等の力
学的平野詞嘘には,摩拓力と附蔚力との.･少なくとも

=托現のカが関係して居る串が認め_られ,∴兼良の限界

ldiとして ∫

平均摩損係数 ･＼p-tah3･30-tan31d
平均附帯カ I Aヲ1･09gダインr20cm巴~

9
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(2) 粉体投手間に於ける辞力挙的平街関係にも,

雌協力と蹴岱カとに分訳し得る少なくとも二つ以上の

カが朋托して居る串が認められ,英等の限界値として

平均雑損係数 IJ=tan310

平EJ凝115カ C-1･3-1-･4gダイン/20cm2･
なる他が和られた.I

これl̂Pr'の帆ま,_粒子-ES合作に平面断面を仮定し'そ
の断両fnjf山こ対する平均債であって,粒子の衷団をも-､

租息に入れたものではない,従つ⊂,粒子1個のエネ

ルギ'-としての値とは別のものであるO

(3) 粉体に関する摩怒法則の,剛体のそれとは鼠

なる的性として,次の如き様相の法則が存在する胡セ ＼

tJ.Hった｡松形抑 こ表現するならば ｢スキーをた臥､た人

/

′

節 14 醜

聞を (粒子と考へる)雪融 こ立たせ,細を械けるか,
∴駒で引弱るかする時.人間の坂る状況の変化を穀も少

なく受ける鴇のLT:一街移動は (Lechatelier'stheorem)
スキ-両の雪両に対する静止角が,捉科こなると,身､

体を倒し三宅の既抗を利用すもだらう (凝ljS力に相当す＼
ち), それも取掛こなると手先きを;糾目して獅樹 すく

だらう (附帯力に相当する)比の場合手先を利用出来

るかどうかは,相手の両の性'E如何に伐るjこの事J光

きの開祖は 良薬として萩も重要なものであL),今後

の我々の問題である.

駐後に研究星空や,-許は文部省科学試扱研究埠による

ものであり,叉木実陵の測定に関しては堀口治夫,衣

井至氏等の助力を得た,茨に記して況謝します｡ 一ヽ

Rcsume
/

wccarriedodttheexperimentalworkinordertoknowthephysicalpropertleSOfdusting
′ ･■ ■ _ 一 一■ -l

dilucnt,forexamplebentbnitesIAtfirstw三C)mPaFedtheseveralmethodsformeasurlngthe

1-hysiFalproperties･Thenbytheふethtodtakencdfor.thispurposeWe､hadthefollowingresults･
J. ThecoefficientofstaticfrictlOnrelatedtoglassplateandbentoniteshadcalculatedinto
otlO-062. ､ ＼ -I

＼

21.Theadhesionofbentonitestoglassplateshadcalculatedinto5.45g;dyne/100cm!.

3. Thecohesioninbentonitcshadcalculatedto685gdyne/100cm2.

The ･AlkalineI)ehydrochloritlatioや ofthefenzeneIIexachloride-Isomers･I/I(5mdieson .ノ

AgriPtllturalノ仙el11i'･als･by もhePolarograph_iome比 っまn~) Mi占oruNAKAZTM斗 TdtSuO

61くU甲-YasuyulくiKATUMUR千･ (LaborチtDryOfAgriculturalCheふiぐals,KyotoUniversity)一Rcc-
civcdN｡V.22,1糾･J/BoLyLLIKagL7hu14: 10-1fJ(withEng･lishresuni丘p.18-】0).

2 BHC各異性鞄のアルカ1)に依る脱塾酸反席に就て･I■(ポーラpグラフ法に依る鼻糞の研
究 ly)(1) 中島稔,大久保達唯,肪村宏行,(京都大学良串化学桝琴茎)24･11･22受付

BIZC･9毒性体中でP体以外は何れもアルカリに対し

てポ'衣･'jB7:･hって容易に 3分子 の監酸 を耽配して
rllrichlorobet)zcne 就中),2,4二TrlChlorobenzene

になることは巳に1912年にvarlderI.inden(2)ー最近

は Gunthcr(3)に伐り詳細に研究された｡又Kauer.(4)

LaClairく6)も BHC各期性休の脱盟酸反艦速度の仰

研究を行い a伽 頓 も分附し易く6,γ,.eの脚 こ安

定となりβ体が最も安定である事を報告しtの分脈迎

蛙の差を利肘してγ体の定立を行った.更に J･Cri-

stoILG'は脱塩酵反臆諭の研究を行いその報背中に次の

粗 こ述べ.亡居る9 -

BHC 各只性附 まアノこヵ叩 伐り次式に従って脱塩
快反恋が起る｡

C6H6Cl｡十OH二｣ヒ一,C16H5CJ6+Cl-+H20 (1)
coHbCr6iorI一且 -ナC6H読 +cl:+-H20 ･(2)
10

/

C6H,Cli+OH･一二立→C6H3Cli+Cト+H20 (3)
∩13HC各駅仕掛=.就てその生成する塩酸をVolhard

泡で定畠する串によりこの反駄虫圧接数kや求やると

kl/比 à及 フ′_触 こ壊してJt体が極やヌ早く β体は
殆んど反怒しなか?た｡扱って ai.衣-/γ体の脱塩恨反

感連取 まく1)式 の区臆に左右 され (q]ち._(i)一式が＼i

Rate-deterinin軽 .step)1分子璃 駿が混雑すると

伍ちに2分子の塩酸の脱灘が起るが.J附 ま之れ串は放

ら,ahl･2の月捕食が脱灘する′(2)式が Rh.te-aeterminiJlg
st占p.でありこの躍如 ;正しければ/†休からはPentか

chlQrOC)Cl.ohe立ene (C6口5CJ5)が-f･Tu物 質として抑
轍山楽串であろうと考えたム

私達は前報(1)′に放てポーラログラ7法に伐る 7-

'BHCの題丑の研究の際BHC容共性休のDioxane淋

液を柁々あ pH の桜的液中で6-ラログラムを出る

11
′

､

/


